
序章はじめに

都市マスタープランとは

➢ 都市マスタープランは、都市計画法に定められたもので、
長期的な視点にたって、まちの将来像や土地利用・都市施
設などの整備方針を明らかにし都市計画の方針及びまちづ
くりのガイドラインとしての役割を果たすものです。

➢ 文京区では、平成23（2011）年に文京区都市マスタープラ
ンを改定し、目標年次である令和12(2030）年度まで概ね中
間の時期を経過しました。

➢ その間、社会状況が大きく変化するとともに、東京都や文
京区の上位計画が策定されました。

➢ そこで、上記を踏まえた見直し検討を行い、「素案」とし
てとりまとめました。

【見直しのスケジュール】

令和４年度

中間まとめ（案）の説明会
パブリックコメント

中間まとめ（案）の検討

素案の検討

素案の説明会
パブリックコメント

見直し結果の公表

令和５年度

令和６年度

今回

計画期間・構成

平成23（2011）年度を基準年次として
おおむね20年後の令和12（2030）年度を目標年次とします。

2011年版文京区都市
マスタープランを継承

文京区の概況と
取り巻く環境
から、見直しの
視点を整理

都市マスタープ
ラン見直しの基
本となる視点で
あり、第２章で
は文京区の魅力
について整理



第３章まちづくりの目標と将来構造

まちづくりの目標

将来の姿

① 文京区の魅力の要素や特徴が生かされたまち

(1)文京区のイメージを象徴する庭園や寺社、大学など魅力となる資源が生かさ
れた、歴史と文化の薫り高いまち

(2)文京区の特徴である豊かな緑に囲まれた、環境に優れたまち

(3)起伏に富んだ地形が誘起する風景や、界隈ごとに展開する個性ある風景と、
緑が美しく調和した、優れた景観のあるまち

② 安心して暮らせる安全なまち
(1)ユニバーサルデザインに配慮した都市施設や建築物が整備され、誰もが安
心して生き生きと住み続けられるまち

(2)魅力を生かしながら防犯性と防災性を兼ね備えた安全なまち

③ 快適で活力のある持続可能なまち

(1)住む場所と働く場所と学ぶ場所が調和し、誰にとっても便利で快適なまち

(2)拠点を中心に憩い、賑わい、多くの人が訪れ、交流が広がる活力あるまち

(3)脱炭素を実現し、自然環境が有する多様な機能が生かされた持続可能なまち

④ 区民等と区が協働する心が通う豊かなまち

(1)区民等が自分たちのまちをより良いものにしていこうという積極的な意識
をもち、区民等と区が協働するまち

(2)文京区に関わるすべての人が、地域社会を構成する一員として互いに支え
合う、心が通う豊かなまち



第３章まちづくりの目標と将来構造

将来都市構造図

都市交流
ゾーン

春日駅・後楽園駅
周辺
水道橋駅周辺
飯田橋駅周辺

・行政・文化・広域商業・業務・スポーツ施
設など高次の都市機能や小石川後楽園
など大規模なみどりが集積している地域

・小石川後楽園とつながりあるみどりの充
実した公共空間を、東京ドームシティを
中心に幹線道路及びその沿道により各
施設を結んで形成することで、各施設の
賑わいの波及と交流を創出

・住む人・働く人・学ぶ人・訪れる人の憩い
の空間として豊かな暮らしに貢献すると
ともに、活気ある商業活動やビジネスで
のイノベーションを誘発

御茶ノ水駅周辺
本郷三丁目駅
周辺
東京大学周辺

・複数の大学・大学病院が集積し、医療関
連企業や近年では大学発ベンチャー企業
など特色ある業務機能が集積している地
域

・みどりや文化財が生かされた公共空間を、
大学や病院、幹線道路やその沿道と連携
させて形成することで、日本や世界から
訪れる多様な人の交流によるイノベー
ションが誘発される環境を創出

・大学を核としたスタートアップ企業や先
端産業の集積を図るとともに、教育施設
や病院、企業に通う人や住む人にとって
利便性が高い沿道の商業機能や居心地
の良い公共空間を形成

下町交流
ゾーン

・地域の防災性の向上を誘導しながら、住宅地と調和のとれた
東京を代表する観光地を形成

低層住宅
ゾーン

・ゆとりある宅地や豊かなみどり、安全で閑静な住宅地を継承
しながら、脱炭素にも配慮した東京を代表する良質な住環境
を創出し、文京区のブランド力をけん引

都市拠点

・都市機能が集積し、鉄道乗車人員数が多い駅周辺を都市
拠点として位置づけ

・地域の個性や可能性に応じた商業・業務・文化等の都市機
能の集積と交流機能の充実、乗車人員数や駅とのつなが
りに応じた高度利用を図る

都市核
・高次都市機能施設がコンパクトに集積し、地下鉄4路線が
交差する交通利便性の高い地区として、区全体の中心的
な役割を担う核を形成

主要交通
ネットワーク

・鉄道は文京区にとって区内外を結ぶ最も重要な交通ネッ
トワークとしての機能を果たすとともに、駅を中心とした
各交通機関の交通結節点を形成

・幹線道路は、広域交通ネットワーク及び区内を結ぶ主要
な交通ネットワークとしての機能を果たすとともに、沿道
の土地利用に応じた交流機能を形成

都市軸

・幹線道路沿道のうち、広幅員の幹線道路に面し、都市機
能上重要な沿道を都市軸に位置づけ

・最寄りの住民等の生活利便機能や、道路と一体となった
骨格的な景観・防災機能を形成

・都市拠点に準じた都市機能の集積と交流機能の充実、高
度利用を図る

生活軸

・都市軸以外の幹線道路沿道のうち、生活の利便性上重要
な沿道を生活軸に位置づけ

・最寄りの住民等の生活利便機能や、道路と一体となった
骨格的な景観・防災機能を形成

みどりの拠点及び
みどりの軸（幹線道
路・神田川・崖線等）

・みどりの拠点をみどりの軸でつなぐと共に、隣接地での
緑化を誘導し、みどりの厚みとつながりを拡充

・歴史的・文化的なみどりの適切な継承や、みどりを楽しめ
る空間や施設の整備・誘導を図る

・みどりの量的な底上げと質の向上を図り、自然環境が有
する多様な機能を生かしていく



第４章部門別の方針 ４－１ 土地利用方針

【土地利用方針図】

●建築物の高さについて、地区の特性に応じて６つ（都心型高層市街地、沿道型高

  層市街地、中高層市街地、低中層市街地、低層市街地、公共公益施設・教育施設）に区分
１）建築物の高さに
  関する市街地区分

●建築物の高さの最高限度の方針を定める

①建築物の高さを適切に誘導し、良好なまち並み景観と秩序ある市街地を形成
②建築物の高さを制限することにより、良好な住環境を保全
③突出した高さの建築を抑制し、近隣紛争の防止を図る

２）建築物の高さの
    最高限度の方針

●以下の各土地利用を配置
  ①業務・商業系：都心業務・商業地、駅周辺商業・業務地
②住宅複合系 ：沿道型複合市街地、商業・住宅共存地、工場・住宅共存地
③住居系 ：一般住宅地、低層住宅地
④公園・庭園・寺社等 ⑤公益施設・大学等教育施設 ⑥公共施設

１）土地利用の
    配置方針

① 適切な更新による良好な住環境の保全
② 周辺環境に配慮した都市計画の合理的な見直し等

・周辺と調和した土地利用や地域に貢献する機能の誘導 など

③ 土地利用の配置方針に応じた脱炭素化の誘導
・エネルギーの効率的・面的利用の誘導

   ・省エネルギー・創エネルギーの推進 など

２）土地利用の
    誘導方針

◆土地利用に関する基本方針

◆建築物の高さに関する基本方針



第４章部門別の方針 ４－２ 道路・交通ネットワーク方針

【道路・交通ネットワーク方針図】

① 安全で利用しやすい環境整備
・交通結節点におけるバリアフリー化やユニバーサルデザインに配慮した整備
・コミュニティバスの利便性・認知度の向上
・シェアサイクルなどの利便性向上 など

２）公共交通機関の
利便性向上の

    ための環境整備

① 安全で快適な道路ネットワークの形成

② 主要幹線道路の整備

③ 生活幹線道路、主要生活道路などの整備

④ 環境に配慮した道路整備
・雨水浸透、路面温度の上昇を抑制する舗装
・街路樹の適切な設置、維持管理 など

３）道路網の整備

① 誰もが安全で快適に歩くことのできる歩行空間の整備

② 自転車活用の推進
・自転車通行空間の計画的整備・適切な維持管理

  ・自転車駐車場の整備の誘導 など

③ 回遊性を向上させるまち歩きのための環境整備
・道路空間を活用したまちの魅力や賑わいを向上させる取組みの推進 など

１）歩行・自転車
利用の環境整備



第４章部門別の方針

【緑と水のまちづくり方針図】

① 区民による緑の保全と創出
・宅地内の緑の保全・緑化の推進

   ・屋上緑化の推進 など

② 民間開発等における緑の創出
・再開発事業等における公開空地の確保や緑化の誘導 など

２）住宅等施設にお
    ける緑のまちづ
    くりの推進

① 緑と水のネットワーク軸の整備
・みどりの軸の街路樹や植栽帯の保全・緑化
・神田川沿いの斜面緑地や水辺を楽しめる空間づくり など

３）道路や河川にお
    ける緑と水の
    ネットワーク軸
    の形成

① 公園や公共空間の整備と緑の充実

② 水辺空間の保全と魅力向上

③ 多様な主体による公園等の維持管理と魅力向上

１）公園・庭園など
の緑と水のまち

    づくりの推進

４－３ 緑と水のまちづくり方針



① 防犯性の高い環境整備
   ・公園等への防犯カメラの設置
   ・街路灯などによる夜間の見通しの確保 など

② 地域活動支援
・防犯まちづくりにつながる活動の支援 など

５）防犯まちづくり
  の推進

① 身近な商店街の魅力向上
・都心業務・商業地、駅周辺商業・業務地
等への商業機能やサービス機能の誘導

  ・賑わいのある買い物空間となるような施
設整備の誘導 など

４）賑わいのある
商店街の形成

第４章部門別の方針

① 多様なニーズに合わせた住宅ストックの適切な
   管理と活用

・バリアフリー化やユニバーサルデザインに配慮した住宅や
     住環境の整備

・多様な生活スタイルや住まい方に対応する住環境の整備の
     誘導 など

２）ライフステージ
    の変化や多様な
    暮らし方への
    対応

① 低層住宅市街地の住環境の保全
・閑静で良好な住宅市街地の住環境の保全

   ・木造住宅の密集する地域の防災性の向上 など

② 周辺環境と調和した中高層建築物の誘導

③ コミュニティ空間の創出
・区民の交流に資するオープンスペースの

     確保や緑化 など

３）地域特性に対応
    した住宅市街地
    の形成

① 高経年化する住宅ストックの適切な管理と活用
・高経年化マンションの適正な維持管理の促進・改修・建替

     え等の支援
   ・総合的な空家等対策 など

② 多様で質の高い住まいづくりの推進
・住宅の耐震化・不燃化等促進
・脱炭素型まちづくりに配慮した住宅・建築物の誘導 など

１）脱炭素に配慮
    した良質な住宅

ストックの形成

４－４ 住宅・住環境形成の方針



第４章部門別の方針

【景観形成の方針図】

① 骨格となる景観の形成
・ゾーン、都市拠点、都市軸、生活軸、緑の拠点・

     軸等の骨格構造を際立たせる景観形成 など

② 身近なまちの景観の形成
・神田川沿いの潤いを感じさせる景観形成
・地域の個性を生かした優れた景観形成の推進 など

③ 景観形成に対する意識の向上
・「文の京」にふさわしい景観の周知啓発 など

２）まちの特性を
   生かし魅力を高
    める景観の形成

① 景観計画に基づく景観まちづくりの推進
・地区の特性に応じた建築物の意匠や色彩の誘導 など

② 地区特性に応じた景観まちづくりの誘導
・区民等の景観まちづくりへの参画の推進 など

１）景観まちづくり
    の推進

４－５ 景観形成方針



第４章部門別の方針

【防災まちづくり方針図】

① 避難路や物資輸送路の確保

② 避難空間の整備と帰宅困難者対策

③ 災害時の生活継続
・在宅避難を推進するための対策強化
・中高層住宅における防災対策の推進 など

２）災害時の避難
    対策や生活継続
    性の確保

① 平時からの防災への意識向上と備え
  ・防災訓練の定期的な実施
  ・各種ハザードマップの公表 など

３）平時の備えの
    推進

① 震災に強い市街地形成
・延焼遮断帯の形成
・耐震・不燃化の支援による不燃空間の形成の促進 など

② 土砂災害・風水害に強い市街地形成
・土砂災害の危険が高い地域における危険性の周知や安全対策の促進

   ・神田川の治水対策
・雨水流出抑制対策の推進 など

１）災害に強い
まちづくりの

    推進

① 事前復興に向けた取組
・被災後のあるべき姿と復興に向けた体制・手順の検討 など４）事前復興の推進

４－６ 防災まちづくり方針



第５章地域別の方針 5－１ 都心地域

本郷・湯島地区
医工連携を一層促進すると
ともに、商業・業務施設が
集積する都心複合市街地を
維持・形成

湯島三丁目
地区の課題を改善する魅力
的なまちづくりに向けた地
元協議会の活動の支援

まちづくり方針図

○道路空間の活用や商業機能の
誘導による、東京ドームシティか
らのにぎわいと交流の波及

○建築物の耐震化・不燃化の促進ととも
に、広場や緑地の整備・活用、歩行者
ネットワークの形成による住みやすい
まちづくり

○行政・文化・芸術・広域商業・業務・スポ
ーツ・レクリエーション施設など高次の
都市機能がコンパクトに集積するゾーン

○多世代が集える賑わい空間の創造を
目指した旧元町小学校と元町公園の
一体的な整備

〇飯田橋駅へのアクセス向上、空地・道路
の整備・活用、商業施設の整備やエリア
マネジメントの取り組みなどによる居心
地の良いまちなかづくり

〇大規模オフィスを中心としたオ
フィス街を形成

小石川後楽園や小石川運動場とつ
ながりのある空地・緑の創出

〇神田川沿いの
水辺空間としての
魅力向上

○社会的ニーズに対応した

公園の実現が図られる
ように機能更新を誘導

○特徴的な土地の高低差等を
   考慮した魅力ある公園づくりの検討

○都市活力、都市防災の強化、
安全快適な都市空間の創出、
都市環境の向上を目指した
道路拡幅

○産・官・学と地域の連携に
より課題解決が図られる
まちづくり
〇大規模オフィスの誘導と
空地の創出や道路空間の
活用による交流の創出

将来の姿

〇 文京シビックセンター、東京ドームシティ、中央大学、春日駅・後楽園駅周辺、水道橋駅周辺及び飯田橋駅周辺の一帯は、文京区を代表するシンボリックなゾーンとして、

     豊かなみどりと賑わいと広域的な交流があるまち
○ 本郷三丁目周辺から御茶ノ水につながる拠点は、産・官・学と地域の連携により課題解決が図られているまち
○ 湯島駅周辺は、隣接する台東区の上野・浅草地区や御徒町駅周辺と連続した安全で快適に歩ける賑わいのあるまち
○ 拠点である春日駅・後楽園駅周辺、本郷三丁目駅周辺、湯島駅周辺、水道橋駅周辺及び茗荷谷駅周辺又は白山駅周辺を直接連絡する春日通りや白山通りは歩きやすく、

沿道では活力ある都市活動があり、まち並みは統一し沿道緑化が進められ美しい道路景観が形成されているまち
○ 活力ある商業・業務施設と多様で良質な住宅が立地し、小石川後楽園や礫川公園、神田川などのまとまったみどりが市街地に潤いを与えているまち
○ 小石川後楽園、白山通りの水道橋から春日町交差点、神田川沿いの外堀通りなどをはじめとする空間において、地域特性や歴史を生かした特色ある景観形成が進め
     られているまち
○ 耐震化、不燃化、浸水対策及び細街路整備などの災害対策と防犯への取り組みが進んだ安全・安心なまち

○低層階への商業
機能の集積による
賑わいの誘導

○春日通りの拡幅
を見据えた、

沿道への商業・業
務機能の誘導

○大学を核としたスタートアップ企業や先端産業の
集積を図るとともに、教育施設や病院、企業に通
う人や住む人にとって利便性が高い沿道の商業
機能や居心地の良い公共空間を形成するゾーン

〇宿泊、観光支援機能などの誘導
も含めた、オフィスの集積と空地
の創出や道路空間の活用による
交流の創出
○低層階への商業機能の誘導

○神田川や公園とつながりのある空地
や緑の創出、歩行者の回遊性を高め
る大規模敷地内の通路の形成

○地区の過大を改善する魅力的なまち
づくりを行うため、市街地再開発事業
等の検討を行う地元協議会の活動支援

豊かな緑と都市機能が集積し賑わいと活力と交流のある、
中層から高層の複合市街地を基本としたまち



第５章地域別の方針 5－２ 下町隣接地域

まちづくり方針図

将来の姿

○ 根津駅・千駄木駅周辺の風情あるまち並みが大きな魅力となり、多くの来訪者と地域の買い物客とが一体となって賑わうまち

○ 東京大学が、地域と連携・融和した都市環境と機能を形成し、世界をリードする研究・教育の拠点としての機能を果たすまち

○ 春日通り、本郷通り、不忍通りをはじめとする主要幹線道路や生活幹線道路は歩きやすく、沿道では活力ある都市活動が行われ、まち並みは統一し沿道緑化が進められ
美しい道路景観が形成されているまち

○ 幹線道路の後背地は、良好な低中層の住宅市街地が広がり、東京大学や根津神社などのまとまった緑が市街地に潤いを与えているまち

○ 千駄木小学校前通り、根津・千駄木の路地のある界隈、根津神社周辺、藪下通りなどの空間は、地域特性や歴史を生かし特色ある景観形成が進められ、下町風情があふ
れるまち

○ 根津一・二丁目、千駄木一～五丁目及び向丘二丁目を中心に、不燃化、耐震化、街路整備などによる防災まちづくりが進むまち

○台東区と隣接した地域特性なども
踏まえ、風情あるまち並みに配慮し
た景観形成を推進するゾーン

○寺社が点在する環境を生かし、個別
の建替えに合わせた細街路整備

○寺町の景観に配慮して、落ち着い
た雰囲気のあるまち並みを形成

○補助179号線は、コミュニティ道路

として車中心から人中心の空間へ
と道路空間を再配分し、無電柱化、
バリアフリー化及び自転車通行空
間の整備を推進

○東京大学周辺地域の活性化に向け、東京大学が培ってきた
まちづくりに関わる知見を周辺地域に還元し、区・大学・関連
住民・企業等と協働によるまちづくりを推進

○緑のまとまりが波及する
住宅市街地を形成

○東京大学の機能更新にあたっては、隣
接市街地への住環境に対する配慮や
避難場所としての機能の充実、地域に
開かれたキャンパス空間の実現など周
辺地域の住環境の向上につながる貢
献を誘導

〇構内においては、機能更新に合わせて
地区計画を導入し、地区施設として通
路などを指定して、周辺市街地と接続
するネットワークを形成

○災害時の円滑な避難、救急活動及び物資の輸送を行うため、
無電柱化を推進

○都市活力、都市防災の強化、安全快適
な都市空間の創出、都市環境の向上を
目指した道路拡幅

○春日通りの拡幅を見据えた、
沿道への商業・業務機能の誘導

○都市活力、都市防災の強化、安全快適
な都市空間の創出、都市環境の向上を
目指した道路拡幅

○不忍通りの拡幅を見据えた、
沿道への商業・業務機能の誘導

○細街路拡幅整備事業などにより、
住環境の改善や住宅の防災性の
向上を推進

○大学を核としたスタートアップ企業や
先端産業の集積を図るとともに、教育
施設や病院、企業に通う人や住む人に
とって利便性が高い沿道の商業機能
や居心地の良い公共空間を形成する
ゾーン

根津・千駄木界隈の個性ある風景や資源が生かされた
低層から中層の住宅市街地と東京大学が連携・融和したまち



第５章地域別の方針 5－３ 山の手地域東部

まちづくり方針図

将来の姿

○ 本郷三丁目駅周辺は、本郷通りや春日通り沿道を中心に商業・業務機能が集積し、来訪者や近隣住民が交流する賑わい空間が形成されているまち

○ 白山駅周辺は、本駒込駅周辺から白山下交差点周辺にかけて、日常の買い物や散策、周辺寺社への参拝など様々な人々で賑わうまち

○ 不忍通り、白山通り、本郷通りをはじめとする幹線道路は歩きやすく、沿道では活力ある都市活動がある中で、まち並みは統一し沿道緑化が進められ美しい道路景観が形成さ
れているまち

○ 西片一・二丁目や白山四丁目、本駒込六丁目、千石二丁目には閑静で良好な低層住宅地が広がり、六義園や小石川植物園などのまとまった緑が市街地に潤いを与えているまち

○ 千川通り沿道は、工場や業務機能が維持され、時代に対応した産業基盤が形成されているまち

○ 六義園周辺、菊坂を中心とした本郷界隈、白山駅周辺の寺町や路地のある界隈などにおいて、地域特性や歴史を生かした特色ある景観形成が進められているまち

○ 本郷五・六丁目や白山一・二丁目、本駒込一丁目、千石一・四丁目を中心に不燃化、耐震化、街路整備などによる防災まちづくりが進むまち

○大正時代に開発された住宅地が風格
のある落ち着いた佇まいを感じさせる、
閑静な低層住宅市街地として住環境を
保全するゾーン

○住宅中心の市街地が広がる環境を生かした
良好な住宅市街地を形成

○小石川植物園に隣接する環境を生かした、閑静な
低層住宅市街地として住環境を保全し、個別の建
替えに合わせた細街路整備などを推進するゾーン

○歴史を喚起させる資源のほか、路地や坂
の趣を保全するとともに、界隈を特徴づけ
るまち並み景観を形成

○斜面緑地などの緑を保全し、地形に縁取られた高台の
閑静な低層住宅市街地として住環境を保全するゾーン

○周辺の住環境に配慮し、工場や業務機能が
維持され、時代に対応した産業基盤が形成
された良好な工場・住宅共存地を形成

○菊坂界隈の歴史的資源を生かした、地域
住民の日常生活と密着した、賑わいのある
商業空間を形成

○オープンスペースや緑が豊かで良好な
沿道型複合市街地を形成

○災害時の円滑な避難、救急活動及び物資
の輸送を行うため、無電柱化を推進

○駅利用者や近隣住民にとって
利便性の高い商業機能を配置

○白山神社などの寺社が多く立地する住宅中心
の市街地が広がっている環境を生かした良好な
住宅市街地を形成

○日常生活の利便性を高める商業施設が
集積する都市拠点を形成
○白山駅周辺の寺町界隈のイメージを生か
した景観を形成

○教育施設や寺社が立地する環境を
生かした良好な住宅市街地を形成

○道路拡幅を見据え、後背地を含めた
高度利用や拡幅予定区域の活用の検討
○東京大学の緑に面した環境を生かした
店舗の誘導

○歩行者等の安全性、利便性の向上、交通
混雑の緩和などを目指した道路拡幅

みどりの拠点や閑静な住宅地を中心に豊かな緑に囲まれた、
低層から中層の住宅市街地を基本としたまち



第５章地域別の方針 5－４ 山の手地域中央

まちづくり方針図

将来の姿

○ 茗荷谷駅周辺は、教育施設や公共施設とともに日常生活の利便性を高める商業施設が集積し、多様な世代が集う賑わいのあるまち

○ 春日通り、音羽通り、不忍通りをはじめとする幹線道路は歩きやすく、沿道では活力ある都市活動が行われるとともに、まち並みは統一し沿道緑化が進められ美しい
道路景観が形成されているまち

○ 小日向一・二丁目、音羽一丁目には閑静で良好な低層住宅市街地が広がり、教育の森公園や護国寺などのまとまった緑が市街地に潤いを与えているまち

○ 千川通り沿道は、工場や業務機能が維持され、時代に対応した産業基盤が形成されているまち

○ 伝通院周辺、小石川植物園、播磨坂及び湯立坂などにおいて、地域特性や歴史を生かした特色ある景観形成が進められているまち

○ 大塚五・六丁目を中心に不燃化、耐震化、細街路整備などによる防災まちづくりが進むまち

○寺社が多く立地する周辺環境を
生かし、良好な住宅市街地を形成

○閑静な低層住宅市街地として住環境を保全し、
細街路整備を促進するゾーン

○大学の防災性やみどりの空間を保全し
ながらの機能更新やそれに伴う歩行空
間整備、施設の開放等を誘導

○桜並木の緑道がある環境を生かした、
開放性・透過性の高い店舗の誘導

○高度利用と、業務機能・商業機能の集積を誘導
し、交通利便性の高い業務地、駅利用者や近隣
住民に利便性の高い商業地を形成

○寺院や公共公益施設・教育施設が立地する周
辺環境を生かした、良好な住宅市街地の形成

○大塚公園や教育施設が立地する環境を
生かした、緑を生かした潤いのある良好
な住宅市街地を形成

○細街路拡幅整備事業や
建築物の耐震化・不燃化
などにより、住環境の改
善や住宅の防災性を向上

○崖の安全性の向上と、崖線の緑の
保全・創出により、地形と緑を生か
した良好な住宅地を形成

○無電柱化、バリアフリー化、自転車
走行空間の整備の整備を検討

○戸建て住宅を基本とした閑静な住宅地として、敷
地の細分化を防いだ適切な更新による住環境の
維持と、それに伴う細街路整備による防災性の向
上を図る

○低層部分への生活利便施設等の
商業機能の誘導、上層部分への交
通利便性、バリアフリー性の高い住
宅の配置

○周辺の住環境に配慮し、工場や業務機能が維持され、
時代に対応した産業基盤が形成された良好な工場・
住宅共存地を形成

○歩行者等の安全性、利便性
の向上、交通混雑の緩和、
無電柱化による快適で活力
ある地域づくりへの貢献など
を目指した道路の拡幅整備

教育施設が多く集積し文化の薫り高く多様な世代が集う、
低層から中層の住宅市街地を基本としたまち



第５章地域別の方針 5－５ 山の手地域西部

まちづくり方針図

将来の姿

○ 江戸川橋駅周辺は、神田川沿いに江戸川橋から西に広がる豊かな緑と一体となり、日常の買い物や業務、散策など様々な人々で賑わうまち

○ 新目白通り、音羽通り、不忍通りをはじめとする幹線道路は歩きやすく、沿道では活力ある都市活動が行われるとともに、まち並みは統一し沿道緑化が進められ美
しい道路景観が形成されているまち

○ 関口二・三丁目や目白台一丁目には、閑静で良好な低層住宅地が広がり、関口台地の南斜面に広がる広大な緑地と神田川の水辺が市街地に潤いを与えているまち

○ 水道一・二丁目や関口一丁目周辺は、工場や業務機能が維持され、時代に対応した産業基盤が形成されているまち

○ 神田川、肥後細川庭園、音羽通り、目白通り、胸突坂及び幽霊坂などにおいて、地域特性や歴史を生かした特色ある景観形成が進められているまち

○神田川沿いは、斜面緑地として広がる江戸川公園
や椿山荘、肥後細川庭園、関口芭蕉庵を生かし、水
辺における歩行空間の一層の充実や水辺の憩いの
場づくりを推進

○周辺の住環境に配慮し、工場や業務機能が
維持され、時代に対応した産業基盤が形成
された良好な工場・住宅共存地を形成

○江戸川橋を中心に南北方向に結ばれる
音羽通り・補助67号線において景観や
賑わいの連続性を高める

○関口台地の尾根道である目白通り
の両側に広がる閑静な低層住宅市
街地として住環境を保全しつつ、細
街路整備などを促進するゾーン

○江戸川公園、肥後細川庭園、目白台運動公園
などのみどりの資源をみどりの軸で結び、軸上
の道路や宅地などにおいて連続的な緑化を推進

○無電柱化、バリアフリー化、自転車
走行空間の整備の整備を検討

○延焼遮断帯、緊急車両の通
行路、避難路の確保、歩行者
等の安全性、利便性の向上、
交通混雑の緩和などを目指
し、道路拡幅

○周辺との回遊性も考慮した、低層階への連続した商業空間の誘導
〇交通利便性やバリアフリー性の高い住宅の配置

○地域住民の日常生活と密着した賑わい
のある商業空間の維持・形成を促進

○低層住宅市街地と隣接する
環境を生かした、良好な住宅
市街地を形成

○戸建て住宅を基本とした閑静な
住宅地として、敷地の細分化を防
いだ適切な更新による住環境の
維持と、それに伴う細街路整備に
よる防災性の向上を図る

起伏に富んだ地形の中に神田川と庭園の水と緑が美しく調和した、
低層から中層の住宅地市街地を基本としたまち



第６章 実現化に向けて

基本的な考え方

持続的なまちづくりのための推進方策

役割分担と協働のまちづくり

まちづくりに関する
区民等の役割
情報収集、課題把握
目標、将来像等の理解
活動への参画・協力など

まちづくりに関する
区の役割

条例制定・改定、都市計画決定、
計画策定、事業実施、情報提供、
技術・資源の提供、協議の場づ
くり、協議の調整、区民等が主
体となる活動への支援など

区民等と区は役割と責任を分担し、
相互に連携

共 有

区民等
区内に住む人、働く人、学ぶ人、
地域活動団体、非営利活動団体

及び事業者

区

・まちづくりの目標、将来の姿

・部門別の方針、地域別の方針 等

文京区都市マスタープラン

効率的・効果的なまちづくり

(1)協働によるまち
づくりの推進

① 区民等が主体のまちづくりの推進
■まちづくりに関する情報の提供
■まちづくり活動や合意形成への支援

② 行政の連携による横断的な施策の推進
■庁内の横断的な取り組み
■国・都・隣接区などとの連携や協力体制の強化

(２)まちづくりの
実現に向けた

  多様な手法の活用

① デジタル技術とデータの活用によるまちづくりの推進
■オープンデータ、ビックデータ、統計データ等の活用
■３Ｄ都市モデルの整備・活用・オープンデータ化

②多様な手法の連携によるまちづくりの実現
■都市計画制度等の効果的な活用
■部門間の横断的な連携による効果的な施策の組み合わせ

(３)都市マスター
プランの進行管理

■ 「文の京」総合戦略や個別計画による進行管理

■目標年次に(2030年度)に合わせて改定の検討

■検証にあたってはハード面だけでなくソフト面の進捗状況にも留意

➢ ＰＤＣＡサイクルによって施策の進捗状
況を把握しながら、戦略的で効果的なま
ちづくりを推進していきます。



区民等が主体のまちづくりの例
  ③エリアマネジメント

解 説

第６章 実現化に向けて

協働によるまちづくりの推進

区民等が主体のまちづくりの例 ①地区計画

出典：東京都都市整備局HP「地区計画とは」

解 説

地区計画とは、今ある居住環境の保全や魅力ある商店街な

どの街並みを誘導するため、建物の建て方や道路、公園など

の配置などを定める地区独自のまちづくりルールです。区と

そのまちに関わる区民等が連携し、話し合いを進めながら、

地区の実情に応じた計画をつくっていきます。

地区計画を定めると地区内で建築・開発行為等をする際、

その内容に沿って規制・誘導が行われ、目標とするまちづく

りの実現を図ることができます。

区民等が主体のまちづくりの例
  ②都市計画提案制度

解 説

都市計画提案制度とは、地域のまちづくりを進めるにあ

たって必要となる都市計画の決定や変更について、区や

都に対して提案できる制度です。

＜事例＞
神奈川県横浜市・青葉美しが丘
住宅地エリアマネジメント

良好な居住環境や街並みを維持
することを目的に、自治会が母
体となって、まちづくりルール
の策定・運用やまちの清掃、防
災・防犯を実施しています。

出典：美しが丘中部自治会HP

地域における良好な環境や価値を維持・向上させるため、

住民・事業主・地権者等による主体的な取組として、エ

リアマネジメントが各地で盛んになってきています。

提案主体 ・区域内の土地所有者等
・まちづくりＮＰＯ法人など営利を目的としない法人等
・独立行政法人都市再生機構などまちづくりの推進
に関し経験と知識を有する団体

提案でき
る都市計
画の例

・地区計画
・土地利用（用途地域、高度地区、高度利用地区 など
・都市施設（道路、下水道、公園・緑地等 など）
・市街地開発事業（土地区画整理事業、市街地再開発
事業等） など
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